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研究成果の概要（和文）：本研究は、小学校・中学校・高等学校における性同一性障害者／性別違和の児童・生
徒（当事者）への支援の方法について、①当事者－教員の間、②当事者－保護者－教員の間、③当事者－他生徒
の間の3つのコミュニケーションの側面から検討を行った。結果、学校には
「個別対応－集団対応」、「現在（配慮）－未来（制限：受験等）」、「子どもの成熟－未熟」、「選択肢の限
定－拡張」など相対立する軸が存在し、これによって教員の対応や意識にばらつきが生じている可能性が示唆さ
れたが、生徒－教員－保護者が「共同体になっていくための未来に向けた語りを持っている」ことがコミュニケ
ーションの下支えになることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study examined methods of support for students with gender identity 
disorder/gender dysphoria (parties) in elementary, junior high, and senior high schools from three 
aspects: (1) between the parties - teachers, (2) between the parties - parents - teachers, and (3) 
between the parties -(2) between the parties concerned and teachers, (3) between the parties 
concerned and parents and teachers, and (4) between the parties concerned and other students. The 
results showed that schools have
The results suggest that schools have conflicting axes such as "individual response - group 
response," "present (consideration) - future (limitation: examinations, etc.)," "child maturity - 
immaturity," and "limitation of options - expansion of options," which may lead to variations in 
teachers' responses and awareness. However, it was clear that communication is supported by the fact
 that students, teachers, and parents "have a narrative for the future to become a community.

研究分野： 心理学

キーワード： 性別違和　学校　コミュニケーション

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
思春期・青年期の性同一性障害／性別違和の児童生徒は、関係性の中で孤立しやすい。所属感の減弱は自殺の素
因であり、早急な介入が必要である。しかし、学校現場では対応に苦慮するケースが目立つ。本研究は学校にお
ける当事者を取り巻く関係性を洞察し、学校の機能と役割を明確にすることで、彼らを孤立から救うためのコミ
ュニケーションについて明らかにするという点で意義がある。また本研究は一種の介入を伴い、研究に関わる当
事者・教員・他生徒に介入の効果が見込まれる。特に、教員は、現場に対して長期的な波及効果を及ぼすと考え
られる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）教育現場における性同一性障害/性別違和の児童・生徒の状況 
近年、性同一性障害（gender identity disorder, GID）の社会的認知が進み、GID を主訴とし

て受診する者は増加傾向、また若年化傾向にある（針間, 2014）。教育現場においても性別違和
を抱える生徒は稀ではない。学校における性同一性障害に係る対応に関する状況調査（文部科学
省, 2014）では、GID もしくは性別違和（gender dysphoria, GD）とみられる児童・生徒は全国
の小中高校で少なくとも 606 人に上っている。 
（２）思春期・青年期における性同一性障害／性別違和者のメンタルヘルス 

GD／GID の人々には自殺傾向やうつ傾向、自殺未遂、絶望感、薬物使用、摂食障害といった
自殺関連行動が高率で生じる。ハラスメントや、いじめも深刻であり、彼らにとって学校は身体
的・言語的ないじめを経験する最初の場であるとされる。さらに、人格の基礎となる性同一性の
揺らぎは当事者を苦しめるだけではなく、学校や家族との間で軋轢を多発させ、当事者の孤立感
を深める。我が国の調査では、GID 者が思春期に抱える問題行動として、不登校（29.2%）、自
殺念慮（74.8%）、自殺未遂・自傷行為（31.0%）が高率で生じることや、親しい友人が少なく、
ポジティヴなイベントが少ないことが報告されている（中塚・江見, 2004）。このことから、思
春期以降の GID/GD を抱える児童・生徒にとって学校はもっとも危険な社会的文脈の一つであ
る。 
（３）教育現場における性同一性障害／性別違和の児童・生徒に対する支援の必要性 
我が国においては、GID/GD の児童・生徒への支援の方法は確立していない。文科省（2016）

は、性に関する学校教育では児童・生徒の発達段階をふまえ、学校、保護者での共通理解、集団
指導と個別指導の区別が必要としたうえで、「教育の中立性の確保に十分な注意を払い、指導の
目的や内容、取り扱いの方法等を適切なものとしていくことが必要」だとしている。一方で多く
の学校現場にとって、取り組むうえでは「かなり迷う場面が多い」ものであり、手をつけられな
いままの学校も多い（郡, 2022）。教育現場における GID/GD の児童・生徒への支援方法の確立
が求められる。本研究では、当事者－教員間の二者関係、当事者－保護者－教員間の三者関係、
当事者－他生徒間の集団関係の 3 つの関係性に着目する。それぞれの関係性において孤立を生
まないサポーティヴな関係性を築くためのコミュニケーション・モデルを構築する。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、小学校・中学校・高等学校における性同一性障害者／性別違和の児童・生徒

（当事者）への支援の方法について、①当事者－教員の間、②当事者－保護者－教員の間、③当
事者－他生徒の間の 3 つのコミュニケーションの側面から検討を行い、現場で有用な支援モデ
ルの構築を試みることである。GID/GD の児童・生徒らが孤立感や絶望感を抱えることなく、安
心して学校生活を送り、ひいては適切な自己形成が促されることが本研究の大きな目的である。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、①当事者－教員の間、②当事者－保護者－教員の間、③当事者－他生徒の間の 3
つのコミュニケーションの側面から検討を行い、下記の 5 つの調査を実施した。調査は、帝京平
成大学倫理委員会の承認を得て実施された。また、これらの調査のほか、自治体や教育委員会、
子ども家庭相談センターの職員へのヒアリング、中学校における「性の多様性」に関する授業見
学や教員とのディスカッションなど様々なフィールドワークを行った。 
 
（１）調査１：質問紙調査（公立中学校副校長対象） 
研究協力者は、都内 C区の公立中学校の副校長 24名である。研究者が依頼を受けた、性の多

様性を学ぶ研修会（2022 年 1月）の事前アンケートとして回答を得た。アンケートは、紙媒体
での調査のほか、一部電子メールを通じて配布された。アンケートの質問項目は、①性の多様
性や LGBT の教育の必要性、教育が可能な年齢、②性の多様性に関する知識、③性的マイノリテ
ィの生徒とのかかわりや支援の経験、④性的マイノリティの生徒や教職員への支援・配慮に関
する悩みや考え（自由記述）であった。数値的データは集計し、自由記述の語りは質的に分析
を行った。 
 
（２）調査２：インタビュー調査（公立中学校副校長対象） 
研究協力者は、都内 C区の公立中学校の副校長 3名である。研修会の事後アンケートを通じリ

クルートを行った。①これまでの教員経験のなかで、性的マイノリティ生徒への対応に関してう
まくいった・うまくいかなかった経験やその背景、②集団指導の場における性の多様性教育のあ
りかたについて、1 時間～1 時間半の半構造化インタビューを行った。研究期間は 2022 年 1 月
～3月であった。インタビューは録音し、トランスクリプトを作成した。事例ごとに分析を行っ
た。 
 
（３）調査３：インタビュー調査（セクシュアルマイノリティ当事者を含む大学生対象） 



2019 年～2022 年にかけて大学生 23名（年齢 18歳～22 歳）を対象とした半構造化インタビュ   
ーを実施した。セクシュアリティの多様性について講義を行ったあと、理解度についてアンケー
トを行い、協力者を募集した。全ての協力者は自発的にインタビューに参加した。参加した全て
の協力者は事前の質問紙調査において、「多様な性のあり方に対して、寛容な態度をもつ」態度
をもつ学生であった。協力者のなかには、自身をセクシュアルマイノリティと自覚する者もいた。
インタビュー時間は 1時間～1時間半程度であった。①性的マイノリティという概念や存在を知
るきっかけや経緯、②性の多様性に関する教育を受けた経験、③性的マイノリティに対するイメ
ージなどについて聞き取りを行った。インタビューは録音し、トランスクリプトを作成した。①
これまでセクシュアリティをめぐってどのような知識・情報をどのように入手し、②どのように
解釈され、③どのように概念化されるのか、という観点から分析を行った。 
  

（４）調査４：インタビュー調査（性別違和／性同一性障害の当事者対象） 
 GD／GID やトランスジェンダー4名に対して、1回～5回にわたり、1時間～1時間半程度の半
構造化インタビューを行った。研究協力者とは大学や自助グループを通じて関係性を築いた。な
お、一部のインタビューは、本研究の開始以前に実施しており、本研究の目的に合わせて再分析
を行った。インタビューは録音し、トランスクリプトを作成した。分析では、それぞれの事例ご
とに性的自己の変容プロセスを描出した。 
  
（５）調査５：当事者－非当事者間の対話実践（多様なセクシュアリティをもつ大学生らを対象） 
2022 年 10 月～3 月にかけて 1 冊の本を 15 回かけて輪読する自主ゼミの形式で、多様なセク

シュアリティをもつ大学生同士（男性 2名、女性 5名）の対話実践を行った。この対話実践は、
対話的フォーカスグループとよばれ、研究者との 1 対 1 のインタビューでは語られない可能性
のある、よりリアルなコミュニケーションや思考、感情、経験に迫る手法として本研究において
開発、試行された手法である。研究者は教員としてその場のファシリテートとして積極的に関与
した。学生たちは、レジュメを作成したうえで章の内容を発表し、議論するための問いかけを考
えた。議論終了後、報告担当者は議論を振り返り、章の内容の振り返りを行い、共有した。議論
中の対話は全て録音の許可を得たうえで ICレコーダーに録音した。トランスクリプトを作成し、
分析を行った。 
 
４．研究成果 
（１）学校における性別違和／性同一性障害の児童生徒の経験 
調査３および調査４からは、学校における GD／GID の児童生徒の経験が浮き彫りになった。当

事者の語りをもとに、性同一性（ジェンダーアイデンティティ）変容の背景（文脈）に何がある
のか探索的な分析を行ったところ、自身の性別を引き受けるという点において学校という場が
重要な意味をもつことが明らかになった。学校（教員や他生徒、制服や校則などのルール）と自
分の関係性について語る際、「なじむ／なじまない」「追いつく」「補う」という動詞が 4人の語
りに散見された。「なじむ（なじまない）」という動詞は自己を定位する場所との一体感があるか
どうかという意味を持っており、性同一性というアイデンティティは身体そのものを含めた場
所（ポトス）との関連で捉える必要があることが示唆された。語りには、場所を指すメタファー
が多用されており（出生時の性別で生きていた世界を「僻地」「文明がないところ」「入院」と語
っている）、なじむ場所がないことは、自己存在の不在を意味し、苦痛をもたらしている。「追い
つく」という動詞からは、学校で明示化される性別二元的世界になじむための工夫や努力をして
いることが明らかになった。ある性別をもって、その世界に自己を定位していくためには、速さ、
すなわち加速度が必要であることが示唆される。逆に彼らの視点からみると、思春期の男女は
「どんどん一生懸命分かれていく、激しくなっていく」川の流れのようであり、そのなかで「自
分だけとどまって小学生のまんまの感覚」を持っており、追いつけない世界として体験されてい
た。「重ねる」という動詞は、揺らぐ性的自己を定位するために、文化的なシンボリックソース
（Zittoun, 2007）を意味している。彼らにとってのシンボリックソースとは、妄想のキャラク
ターであったり、自分が書いている創作の小説の登場人物であったり、動物であったりする。複
数のリソースに自己を重ね合わせながら、多重の世界を生きる者もいれば、リソースを手掛かり
にしながら自身の生きていく道筋を見出す者もいた。シンボリックリソースに依拠することで、
「なじまない」「追いつけない」日常の過酷な状況で生をつなぎ、さらに性的自己への新たな意
味づけが生成されているのである。このことから、性別を引き受ける過程において、多様なシン
ボリックリソースを持つことの重要性が示唆された。 
これらの結果をまとめると、彼らは大多数のシスジェンダーとの違いを発達的な時間の流れ

のなかで「追いつけない」として感じており、結果として学校という場、集団に「なじめない」
経験をしていた。複数の多様なシンボリックソースの存在が、彼らの生き様を支える可能性が見
出された。 
 
（２）多様な性を生きる子供への対応の経験と意識 
①学校教員側の認識の軸 
 中学校で対応が必要になるケースの多くは、性的マイノリティのなかでも社会的もしくは身
体的に性別移行を望む生徒であった。GD/GID の児童生徒への対応はトイレや着替え、授業を欠



席した場合の成績評価などの個別対応だけでなく、制服のスラックス導入や多様性の視点を盛
り込んだ専門教科指導（例:保健体育）、生徒会を中心とした校則の見直し（例：髪型、制服）な
ど集団対応を伴っていた。対応においては「物（制服）だけあってもダメだなっていうとこもあ
るし。きっとそれは『履いてもいいよ』っていう雰囲気もあるし、生徒にとっても見栄えが悪く
ないっていうことも必要」と語られたように、当該生徒とそれ以外の生徒を分け隔てないもので
ある必要があり、全ての生徒にとって快適な（「人の迷惑にならなければ OK」）学校のルールや
雰囲気が醸し出されることを重要視していた。一方で、制服や髪型については「選択肢があるこ
とで着こなしの仕方が乱れる」可能性や高校入試への影響、「悪気なく残り続けている習慣（例:
男女別名簿）」、教員特有の一歩先を見越した心配や不安（「自分の対応によって逆に傷つけたら
どうしよう」）があることが明らかになった。 
また、性の多様性・LGBT の教育の必要性については、24 名中「あまり必要とは思わない」と

回答した 1 名を除き、全員が「必要」と考えていた。教育の開始年齢については、「小学校入学
前」が 0名、「小学校低学年（1-3 年）」が 7 名、「小学校高学年（4-6 年）」が 8名、「中学」が 7
名、「高校」が 1名、「大学」が 1 名であり、ばらつきがみられる。小学校高学年以上が開始年齢
として適しているという理由では、第二次性徴といった身体的な成熟と精神的な成熟（性に関す
るメタ認知、他者への思いやり、性別を意識し始める年齢）を待つという意見（小学校高学年以
上）がみられた一方で、小学校低学年では、好奇の対象にする前、悩み始める前、集団生活のな
かで多様性を尊重できるベースを身に付けさせるという意見がみられた。また、懸念事項として
「生徒の関心の差が大きい」「内容が浸透せずいじめの対象になる」「性に関する話を全体でして
ほしくないと考えるマイノリティ者がいるのでは」という意見がみられた。 
 これらのことから、学校現場において多様な性を生きる子供への対応や教育を考えるとき、
「個別対応－集団対応」、「現在（配慮）－未来（制限：高校入試）」、「成熟－未熟」、「選択肢の
限定－選択肢の拡張」など相対立する軸が存在し、これによって教員の対応や意識にばらつきが
生じている可能性が示唆された。 
 
②親の受け止め方 
 親は、わが子が性的マイノリティであることをどのように受け止めるのか。親の子供に対する
否定的捉え方には、＜普通じゃない＞＜異質、変＞＜偏見をもってみてしまう＞がある（Shojima,  
2019）。これらの捉え方の背景には、同性を好きになる気持ち（同性愛の子供の親）や、出生時
に割り当てられた性別のままで生きていけないことに対する＜根本的な分からなさ＞が存在し
ていた。否定的感情には、親として子にしてやれることがないという＜無力感＞、親が描いてい
た子供（さらに今はまだ存在しない孫）との未来への＜あきらめ＞、また親として何も知らなか
ったことに対する＜自責の念＞があった。Shojima（2019）によれば、夫婦１組をのぞき、全て
の親が「受け入れるしかない」という受け身的な受容をしていた。一方で親には、何もできなか
ったことに対して今から子供をサポートできることを模索する＜報いる＞行動が生まれていた。
本研究と照らし合わせると、子供のことを 1 番に考え、現時点からなんとか報いようとする行
動ゆえに、学校との間に乖離が生まれる場合が想定される。親と子供が一体になって、学校に不
平不満をぶつけるようなケースでは、親の子に対する受け止め方が背景にあると思われる。親も
また今現在の子供になんとか関わろうとするなかで、学校と衝突してしまう可能性があると思
われた。 
 
（３）子供たちは多様な性をどう理解するか 
 大学生を対象にした調査３から、セクシュアリティをめぐる概念形成に関する発達的プロセ
スを明らかにした。調査３の結果は、当事者を取り巻く他児童生徒とのコミュニケーションのあ
り方に示唆を与えると考えられる。小学校低学年から中学年では、子供たちは性にまつわる周辺
的情報に受動的に触れる経験をしていた。例えば、バラエティやドラマに出るタレントやアニメ、
BL 漫画などメディアを通じた接触と、同級生の間に出回るうわさ、きょうだいから教わるなど
仲間との共有体験がある。それらの情報は自分とは遠く離れた世界の情報であり、不確実な情報
として受け止められる。小学校中学年から中学生の頃になると、周辺文化の情報を積極的に取り
入れ始める。ネットで自分で調べたり、深夜帯のセクシュアルな番組を録画するなどである。こ
のような情報は仲間づくりに役立てられ、知っている者にステータスが与えられている。このこ
とから、特に情報そのものにはよい、悪いといった価値観は付与されていない。一方で、クラス
のなかで浮いている同級生の存在に気付くなど、遠く離れた情報がリアルなものとして感じら
れるのもこの頃である。なかには同性に対する恋愛感情を経験し、自分の体験として捉える者も
いた。“LGBT”や“性的少数者”といった概念は、中学以降になると、自らの体験を重ね合わせ
たり、他の概念（例えば、障害）と結びつき、理解が深まっていく様相が見られた。アイデンテ
ィティを確立する中で、性的マイノリティ者としてのアイデンティティを実践するなど LGBT と
親和性の高い者がいる一方で、侵入的な経験により LGBT に対して拒否的態度をとる者もいた。
このことから、児童期から友人同士の閉じた関係のなかで性をめぐる情報を取り入れ始める子 
供たちへの適切な知識を付与すべきであること、性的マイノリティ者からのふいに侵入される
経験へのサポートも必要であるといえる。青年期になると多様な性を認めようとする態度はみ
られるものの、性をめぐる二文法的世界の構築もみられ、セクシュアリティへの向き合い方は多
層的であり、揺らいでいた。大人が性をめぐって子供や青年たちとコミュニケーションすること



の必要性が浮き彫りになった。 
 
（４）性をめぐるコミュニケーションには何が必要か 
 前項をふまえ、調査５の対話実践が実施された。多様な立場にいる者同士の対話フォーカスグ
ループでは、セクシュアルマイノリティの当事者もそうでな者もお互いに対等な関係性のなか
でよりよい社会に向けた展望を話し合うことが可能となった。重要なことは、対話の足掛かりと
なる知識を共有していること（本調査の場合は、1 冊の本や映像、当事者との対談）、お互いに
解決策を持ち合わせていないこと、対話実践を支える枠（相手を否定しないルール、見守り役と
しての大人の存在）であった。議論では、それぞれが自らの経験や違和感を提出し、それを共有
することで生きづらさの原点と原点同士のつながりを探り合い、それを解消する可能性のある
未来に向けた語りがなされていた。この対話実践の振り返りのインタビューでは、参加者それぞ
れが深い学びを体験をしていることが語り直された。 
 
（５）まとめ 
本研究の目的は、小学校・中学校・高等学校における性同一性障害者／性別違和の児童・生徒

（当事者）への支援の方法について、①当事者－教員の間、②当事者－保護者－教員の間、③当
事者－他生徒の間の 3 つのコミュニケーションの側面から検討を行い、現場で有用な支援モデ
ルの構築を試みることであった。 
研究期間全体を通じた成果として、第 1 に、①当事者－教員の間、②当事者－保護者－教員の

間、③当事者－他生徒の間の 3 つのコミュニケーションが成立するためには、学校や授業とい
う枠組みが必要であることが明らかになった。そして「現時点で、正しい知識をお互いが同程度
に持っている」ということよりも、二者、三者、クラス集団といった「共同体になっていくため
の未来に向けた語りとリソースを持っている」ということが重要であった。コミュニケーション
の内容（何をコミュニケーションするか）そのものよりも、コミュニケーションの形式（いかに
コミュニケーションするか）や場が重要だということである。 
第 2 に、性別違和／性同一性障害の児童生徒の自己形成においては、実在の身近な人物の発

言のみならず、様々な媒体（小説、メディア）における人物やキャラクターにまで及んだ。これ
らが意味するのは、コミュニケーションには複数の文化的シンボリックリソースの重要性であ
る。さらに、シンボリックリソースは、当事者だけでなく、性の情報を取り入れていく他児童生
徒、当事者の親にとっても自己形成やコミュニケーションの足がかりとなる可能性がある。日本
社会の性をめぐるシンボリックリソースはアニメや BL 漫画のように限定的なものである。豊か
な性的自己を形成し、大人と子供をつなぐコミュニケーションを検討するうえで、多様な価値を
もった文化的リソースが多くあることが望ましいといえるだろう。 
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